
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

夕闇、虚空に驚嘆する。 

展望、斯く為るが炯々の色彩に在り、さりとて嬋娟と渾名するに與はず。 

月景嫋嫋たる事僅かに過剰ぬ、尾の引くが如し。 

一人の壮年、其の夕闇に篳篥を持ち、屋外にてその情を綢繆恋恋の旋律に暗喩せり。 

その顔、立派なる両髭より何所か??とした益有り。齢持ってして還暦の輪廻を舛馳したと捉ふる。 

篳篥の腕得てして凡愚より姚冶の面子に基づいて其れが兀然と抜本している能はず。 

しかし持ってして、小人の交わりは甘きこと醴の如し、故に枳棘は鸞鳥の棲む所に非ず。 

今宵も、壮年の紡ぐ旋律が、門前の堰蹇たる松と戛然と響き合う… 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

又津の屋敷にようこそ… 

「……ねぇ」 



「いいたいことはわかるから、もういいわ」 

「まぁ、最初っから分かってたはいたけどね」 

「おい～、何の話してんだ～？」 

「最近の又津の近況さ。」 

「あー、でもなんか推敲は順調らしいわよ。近く第二弾を挙げるって言ってたわ」 

「……近況とは、そういうことではないんだ」 

「じゃあ、模試の成績がひどかったんですかぁ？」 



「いや、最近の模試じゃあ東大C判、早稲田はA判だして超機嫌よかったよ」 

「じゃあいったい何の話をしているの？」 

「……階段から落ちて足を骨折したらしい」 

「……………………………………は？」 

+  俺の呟き 

+  小説 
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